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序　　　　文序　　　　文序　　　　文序　　　　文序　　　　文

　ブラジル連邦共和国（以下、ブラジルと略す）では、産業近代化のために都市公共交通機関な

ど交通網の整備が急務とされてきた。こうしたなかブラジル政府は、都市交通に関する研究と人

材育成を目的とする「都市交通人材養成センター（ＣＥＦＴＲＵ）」をブラジリア大学内に設立

したいとして、我が国にプロジェクト方式技術協力を要請してきた。

　これを受けて国際協力事業団は、基礎、事前、長期各調査を重ねたうえで平成10年３月実施協

議調査団を派遣して、討議議事録（Record of Discussions：Ｒ／Ｄ）の署名を取り交わし、

平成10年８月から「ブラジル都市交通人材開発プロジェクト」が開始された。

　今般は、ブラジルの経済危機等プロジェクトを取り巻く事情が厳しいことを受けて、平成11年

８月28日～９月４日まで、関西大学教授　吉川和広氏を団長とする運営指導調査団を派遣し、環

境整備とブラジル側の予算確保等、プロジェクトの推進に必要な協議を行った。本報告書は同調

査団の協議・調査結果を取りまとめたものである。

　ここに、調査にご協力頂いた外務省、関西大学、在ブラジル日本大使館など、内外関係各機関

の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き当プロジェクトに一層のご支援をお願いする次第

である。

平成11年10月
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１．運営指導調査団の派遣１．運営指導調査団の派遣１．運営指導調査団の派遣１．運営指導調査団の派遣１．運営指導調査団の派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的１－１　調査団派遣の経緯と目的

　ブラジルのカルドーゾ政権は、1996年から４年間の多年度投資計画において産業界の近代化を

主要課題に掲げ、セクター別の行動計画では運輸部門における国家交通システム近代化を主要行

動計画の１つとしており、そのなかで都市大量交通機関の改善が重要な課題となっている。

　ブラジルでは、産業界の近代化に伴う都市化の進展により、自動車利用及び路上駐車の増大や

都市内道路の未整備等に起因する交通渋滞の発生、また、大気汚染及び騒音の増大等の交通環境

問題が存在し、都市公共交通機関の改善を始めとする整備が急務となっている。

　しかしながら、これまでブラジル都市交通に係る国家政策の計画立案・調整・実施、技術開

発、人材育成を担い、これらの問題の解決にあたっていたブラジル都市交通公社（ＥＢＴＵ）が

1990年に地方分権化により廃止となったため、都市交通分野の技術開発は国内の大学及び研究機

関に全面的に依存することとなった。このような状況下において、ブラジルは都市交通分野の研

究機関がない中西部及び北部地域の地方都市における人材育成を主な目的とするＣＥＦＴＲＵをブ

ラジリア大学内に設立する計画について、我が国に対しプロジェクト方式技術協力を要請してき

た。

　これに対し国際協力事業団（ＪＩＣＡ）は1996年２月に事前調査団を派遣し、要請内容の確認

及び協力実施計画（案）の策定等を行った。さらに事前調査を踏まえ、1998年１月に本件協力の

詳細な実施計画内容の検討を行うため、長期調査員を現地に派遣した。これらの調査結果に基づ

き、1998年３月に実施協議調査団を派遣し、Ｒ／Ｄを署名・交換し、1998年８月１日から４年間

にわたる協力が開始された。

　本プロジェクトの目的は、都市交通の計画・管理・運営並びに教育に携わる人材の能力開発に

有効な研修をＣＥＦＴＲＵで実施する体制が確立されることにある。

　今般の運営指導調査団派遣の目的は以下のとおりである。

(１) 1998年秋、ブラジルでは経済危機及びそれに伴うレアル切り下げによる財政悪化が発

生し、本プロジェクトのセンター施設建設が大幅に遅れ、現在においても施設外周の環

境整備が整っていない。そこで、ブラジル側の実施体制（予算、人員）を確認するとと

もに、プロジェクト実施のために必要な協議を行い、ミニッツで確認する。

(２) ブラジル側の2000年度（１～12月）予算措置の見通しを確認するとともに、当面の活

動計画につきブラジル側と協議する。
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１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成

分 野 氏 名 及 び 所 属

F i e l d N a m e  a n d  O c c u p a t i o n

総括／都市交通計画 吉川　和広

LEADER/URBAN 関西大学　工学部　土木工学科　教授

TRANSPORTATION 京都大学　名誉教授

PLANNING MR. KAZUHIRO YOSHIKAWA

PROFESSOR, DEPARTMENT OF CIVIL ENGINEERING, FACULTY OF

ENGINEERING, KANSAI UNIVERSITY

PROFESSOR EMERITUS KYOTO UNIVERSITY

協力企画 内海　稔郎

COOPERATION 国際協力事業団　社会開発協力部　社会開発協力第二課

PLANNING MR. TOSHIRO UTSUMI

STAFF, SECOND TECHNICAL COOPERATION DIVISION, SOCIAL

DEVELOPMENT COOPERATION DEPARTMENT, JAPAN INTERNATIONAL

COOPERATION AGENCY
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１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程

日順 月日（曜） 業務内容 滞在地

１ ８月28日（土） 19:00　成田発（RG837)→

２ 　　29日（日）  5:50　サンパウロ着 ブラジリア

 8:32　サンパウロ発（RG378)→

10:39　ブラジリア着　

短期専門家として派遣されていた団長と合流

３ 　　30日（月） ＪＩＣＡ事務所打合せ ブラジリア

日本大使館表敬

相手側関係機関表敬

協議

４ 　　31日（火） 協議 ブラジリア

５ ９月１日（水） 協議 ブラジリア

６ 　　２日（木） ミニッツ署名・交換 ブラジリア

日本大使館及びＪＩＣＡ事務所報告

団長のみ

19:12　ブラジリア発（RG267）帰国

７ 　　３日（金） 団員　10:15　ブラジリア発（RG377)→ サンパウロ

11:45　サンパウロ着

ＪＩＣＡ事務所打合せ

ブラジル全国職業訓練機関

（ＳＥＮＡＩ／ＳＰ）視察

８ 　　４日（土） 団長　13:35　成田着

団員　 9:00　サンパウロ発（RG90)→

10:00　アスンシオン着

パラグァイでのプロジェクト運営指導調査に参加
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１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者１－４　主要面談者

［ブラジル側］

(１) 運輸省

　顧問 Irani Dutra de Siqueira

(２) ブラジリア大学

　副学長 Timothy Mulholland

(３) 都市交通人材養成センター（ＣＥＦＴＲＵ）

　センター長 José Matsuo Shimoishi

Yaeko Yamashita

Maria Alice P. Jacques

Adelaida Pallavicini Fonseca

Joaquim José Guilherme de Aragão

José Alex Santana

Edwin Pinto de la Sota Silva

José Camapum de Carvalho

José Augusto Abreu Sa Fortes

［日本側］

(１) 在ブラジル日本大使館

　公使 三輪　　昭

　二等書記官 越智　健吾

(２) ＪＩＣＡブラジル事務所

　所長 蓮見　　明

　次長 白石　英一

　所員 篠山　和良
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２．要　　約２．要　　約２．要　　約２．要　　約２．要　　約

(１) 概況

１) 本プロジェクトのハード面（施設、機材）については、施設建設が当初完成予定か

ら遅れたものの現在は完成され、1998年度供与機材及びブラジル側の購入機材が設置

され、技術移転、研修コース開設に支障のない状況に整備されている。

２) プロジェクトのソフト面（カウンターパート配置、研修コースの実施等）について

は、各分野のカウンターパートが既に配置済みであり、施設の完成及び供与機材の設置

に伴い本格的に活動を行っている。また、研修コースは既に都市交通計画分野において

開設されている。

３) 全般的な評価としては、本プロジェクトは日本人専門家チーム等の日本側関係者の

努力と、ブラジリア大学を初めとするブラジル側関係者の熱心な取り組みにより、おお

むね順調に実施されている。

４) 今後のプロジェクトの活動実施については、カウンターパートが技術移転について

十分な能力と気質を有していることから、カウンターパート日本研修及び短期専門家派

遣によるセミナー等を通じて、着実な技術移転が可能と考える。

(２) 主要協議事項

１) 施設の環境整備（取付道路の舗装整備）

　現在、センターの取付道路は舗装されていない。この道路は一般道路と同等の扱い

となっているため、ブラジリア連邦特別区政府（ＧＤＦ）が舗装整備の実施機関とな

る。そこで本調査団は、ブラジリア大学からＧＤＦに対して道路舗装実施に向けて強

力に働きかけることを申し入れた。

２) 技官の配置及び機材保守管理

　施設が完成し、供与機材が設置されたことにより、必要な研究室に対してＣＥＦＴＲＵ

が技官を採用すること、また機材保守管理者を各研究室のカウンターパートの中から

任命することで双方合意した。

３) 今後のセンターの運営予算の確保

　プロジェクトの安定的な運営を確保するため、ブラジリア大学及び運輸省からの予

算のほかに、他の財源を確保するようセンター側に要望した。

４) カウンターパート日本研修の既存資料の提供

　プロジェクト活動に必要な資料や情報をより多く入手するために、既に実施されて

いるカウンターパート日本研修の集団コース等の資料をできるかぎり提供するよう、

ブラジル側から日本側に要請があった。
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３－２　協力分野別活動３－２　協力分野別活動３－２　協力分野別活動３－２　協力分野別活動３－２　協力分野別活動

　次のとおり、チーフアドバイザーから説明があった。

(１) 都市交通計画分野

１) 現状把握、データ収集・処理、需要予測

　パーソントリップ（Person Trip：ＰＴ）調査については宮川朝一専門家（1998年

度：短期）が概要を技術移転したが、まだ不十分である。

　統計データ・現地調査データの処理方法については山本幸司専門家（1999年度：長

期）が技術移転する予定である。

　交通需要予測については、ＳＴＲＡＤＡ（交通需要予測用ソフト）の使用方法を秀

島栄三専門家（1999年度：短期）が技術移転した。具体的には2000年度長期専門家並

びに2000年度短期専門家、2001年度短期専門家により技術移転予定である。

２) 交通ネットワーク分析

　ネットワーク配分モデルは秀島専門家（1999年度：短期）がＳＴＲＡＤＡに関連し

て少し触れたが十分ではない。詳細な技術移転は、今後派遣される2000年度長期専門

家、2000年度短期専門家、2001年度短期専門家による技術移転予定である。

　なお、ネットワーク計画法（ネットワークの最適化手法）については山本幸司専門

家（1999年度：長期）が技術移転する予定である。

３) 交通プロジェクトにかかわる技術、経済社会、環境分析

　交通プロジェクトの総合評価手法については宮川朝一専門家（1998年度：短期）が

触れたが、十分ではない。また、Joaquim J. Guilherme de Aragão及びMaria Alice

P. J.が1998年度のカウンターパート日本研修で若干学んでいる。

４) 統計情報処理技術

　山本幸司専門家（1999年度：長期）が技術移転を開始し、カウンターパートのRaul

Y. MatsushitaによるＣＥＦＴＲＵ内部セミナーとして結実している。しかし、都市

交通分野での適用事例の作成までには至っていない。Raul Y. Matsushitaが1999年

度カウンターパート日本研修から帰国したのちに技術移転を再開する予定である。

５) 交通シミュレーション

　秀島栄三専門家（1999年度：短期）がシミュレーションソフトＶＳＬＡＭを携行

し、その使用方法を説明したが、カウンターパートが単独で使用できる段階には至っ

ていない。山本幸司専門家（1999年度：長期）が少しフォローするとともに、2000年

度長期専門家が引き続き技術移転を行う予定である。
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６) 地理情報システム（ＧＩＳ）

　宮川朝一専門家（1998年度：短期）が大阪市と横浜市のメッシュデータシステムの

概要を説明した。建設省のＧＩＳに対する取り組みについても宮川専門家から概要の

説明をしたが、十分ではない。ＧＩＳに関しては山本幸司専門家（1999年度：長期）

が再度触れる予定であるが、2000年度短期専門家に全面的な技術移転を依頼する予定

である。

７) 土地利用等に係る都市マスタープラン（Ｍ／Ｐ）と都市交通計画

　都市計画と都市交通計画との関連性並びに都市計画Ｍ／Ｐについては、まだ具体的

な技術移転に着手していない。2000年度以降に実施する予定である。

８) 総合都市交通計画

　吉川和広専門家（1999年度：短期）が、セミナーで近畿圏での実施例を取り上げ

た。また、山本専門家（1999年度：長期）も技術移転をする予定であるが、これは広

範囲にわたる分野なので2000年度以降も継続していく予定である。

(２) 都市貨物分野

　まだ実施されていない。2000年度にこの分野に関して短期専門家２名によるセミナー

を実施する予定である。また2000年度のカウンターパート研修においても取り上げる予

定である。

(３) 道路設計分野

　まだ実施されていない。2001年度にこの分野に関して短期専門家によるセミナーを実

施する予定である。また1999年度のカウンターパート研修においても取りあげる予定で

ある。

(４) 公共輸送の計画・運営・管理分野

　まだ実施されていない。1999年度10月に着任する島田善規・杉本昌稔専門家（共に

1999年度：短期）がこの分野に関してセミナーを実施し、その前後にカウンターパート

に対して技術移転を行う予定である。

(５) 都市交通環境管理分野

　この分野はカウンターパート側のレベルが最も低いと判断しうる分野である。まずは

1999年度のカウンターパート研修で基礎的な技術移転を実施したのち、2000年度と2001

年度にこの分野の短期専門家派遣を依頼する予定である。
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３－３　ブラジル側の投入３－３　ブラジル側の投入３－３　ブラジル側の投入３－３　ブラジル側の投入３－３　ブラジル側の投入

(１) 施設の整備状況

　施設は、ブラジリア大学構内に1996年10月から建設が開始され、1998年12月１日に竣

工式が執り行われた。施設への事務局移転は1999年４月であり、すべての工事が完了し

たのは1999年５月となった。現在は支障なく使用されている。

(２) 機材整備状況

　日本側の1998年度供与機材に合わせて、ＯＡ用デスク、椅子等を購入設置済みであっ

た。また、1999年度についても日本側供与機材に合わせた作業台等を購入する予定であ

る。

(３) カウンターパート等の配置

　付属資料２に示すとおり、カウンターパートは既に配置されていることを確認した。

また、Ｒ／ＤのANNEX Ⅳに記載されている技官については、供与機材の整備、設置に合

わせてＣＥＦＴＲＵ独自で順次採用する計画であることを確認し、既に機材が設置され

ているコンピューターシミュレーション研究室に技官１名を採用することを確認した。

(４) 予算措置状況

　施設建設に係る費用については、運輸省の予算措置により実施した。カウンターパー

トの給与等はブラジリア大学が負担しており、今後とも問題はないと思われる。運転手

等のスタッフについてはＣＥＦＴＲＵ独自で雇用しているため、今後のＣＥＦＴＲＵの

安定的な収入確保が求められる。

　また、ランニングコストについても、1999年度（１～12月）の予算は運輸省が確保し

ており問題はない。さらに、2000年度の予算についても同省が予算措置を行う見込みで

ある。しかし、前記のスタッフの雇用と同様に安定的な収入確保が求められる。
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３－４　日本側の投入３－４　日本側の投入３－４　日本側の投入３－４　日本側の投入３－４　日本側の投入

(１) 専門家派遣

　表－１のとおりである。

表－１　専門家派遣状況

 年　度 長期・短期 　氏　名 　　　　分　　　野 　　　期　　間

1998 長期専門家 松井　　恒 業務調整 1998. 8. 1～2000. 7.31

1999 長期専門家 山本　幸司 チーフアドバイザー兼 1999. 3.22～2000. 4.22

都市交通計画

1998 短期専門家 山本　幸司 都市交通計画 1998. 8. 1～1998. 9.30

1998 短期専門家 宮川　朝一 都市交通計画 1998. 8. 1～1999. 3.31

1998 短期専門家 田中　研一 都市交通環境管理 1999. 1.15～1999. 2. 4

1999 短期専門家 秀島　栄三 都市交通計画 1999. 7. 3～1999. 7.31

1999 短期専門家 吉川　和広 都市交通計画 1999. 8.18～1999. 8.29

1999予定 短期専門家 島田　善規 公共輸送、計画・運営・管理 1999.10. 3～1999.10.31

1999 短期専門家 杉本　昌稔 公共輸送、計画・運営・管理 1999.10. 3～1999.10.31

(２) 機材供与

　1998年度の供与機材は、当初の予定どおりコンピューターシミュレーション研究室用

の機材が供与済みである。供与された機材は、施設完成まで盗難を避けるため施錠でき

る倉庫に保管していた。現在は、写真－２のとおり施設に設置し研修を開始している。

　また、1999年度供与機材は、当初の予定では交通環境研究室用機材を供与する予定で

あったが、これに加えて都市交通技術研究室用機材を供与する予定である（付属資料３

参照)。
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４．今後のプロジェクト活動計画４．今後のプロジェクト活動計画４．今後のプロジェクト活動計画４．今後のプロジェクト活動計画４．今後のプロジェクト活動計画

(１) 技術移転

　技術移転については、カウンターパートすべてが、ブラジリア大学の教官であり、十

分な能力と気質を有している。よって、日本側としては予定されている短期専門家派遣

及びカウンターパート日本研修の実施、セミナーの開催を着実に実施していく必要があ

る。なお、プロジェクトの技術移転実績及び計画案は、表－３のとおり。

表－３　技術移転実績及び計画案

分　　　野 内　　　　容 専 門 家 実施、予定

都市交通計画

データ収集、処理、需要予測 ＰＴ調査について技術移転実施済 宮川　朝一 1998年度

統計データ、現地調査データ処理 山本　幸司 1999年度

方法

交通需要予測 秀島　栄三 1999年度

交通ネットワーク分析 ネットワーク配分モデル 秀島　栄三 1999年度

ネットワーク配分モデル 短期専門家 2000年度（予定）

ネットワーク配分モデル 短期専門家 2001年度（予定）

ネットワーク計画法 山本　幸司 1999年度

交通プロジェクトにかかわる 交通プロジェクトの総合評価手法 宮川　朝一 1998年度

技術、経済社会、環境分析 カウンターパート研修 1999年度

統計情報処理技術 統計情報処理技術 山本　幸司 1999年度

交通シミュレーション ソフトの使用方法 秀島　栄三 1999年度

上記のフォロー 山本　幸司 1999年度

シミュレーション 長期専門家 2000年度（予定）

ＧＩＳ 大阪市、横浜市のメッシュシステム 宮川　朝一 1998年度

の説明

建設省のＧＩＳの取組みの説明 宮川　朝一 1998年度

ＧＩＳ 山本　幸司 1999年度

ＧＩＳ 短期専門家 2000年度（予定）

土地利用等にかかわる都市 専門家等 2000年度（予定）

Ｍ／Ｐと都市交通計画 2001年度（予定）

総合都市交通計画 近畿圏の実施例 吉川　和広 1999年度

総合都市交通計画 山本　幸司 1999年度

総合都市交通計画 長期専門家 2000年度（予定）

都市貨物 都市貨物 短期専門家 2000年度（予定）

カウンターパート研修 2000年度（予定）

道路設計、舗装 道路設計、舗装 カウンターパート研修 1999年度

短期専門家 2001年度（予定）

公共輸送の計画、運営、管理 公共輸送の計画、運営、管理 島田　善規 1999年度

杉本　昌稔 1999年度

都市環境管理 基礎的技術の習得 カウンターパート研修 1999年度

応用技術 短期専門家 2000年度（予定）

応用技術 短期専門家 2001年度（予定）



－16－

(２) 研修の実施計画

　当面の研修予定は、表－４のとおりであることを確認した。

表－４　研修計画

　 分　　野 　　 題　　　目 　 場 　所 　 　期　　　間 延べ時間

都市交通計画 業務管理のための ＣＥＦＴＲＵ 1999.9.13～2000.7.6 375H

数量化理論

都市交通計画 人的資源と公共事業 ＣＥＦＴＲＵ 1999.9.13～2000.7.6 390H

の質的管理

都市交通計画 交通心理検査員養成 ＣＥＦＴＲＵ 未定 未定

交通管理／規制

交通安全
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(４) ローカルコストの安定的な確保

　ブラジルの財政危機及びレアル切り下げ等により、ブラジル政府の支出にはこれ以上

期待できる情勢にないことから、ＣＥＦＴＲＵ独自で運転手等の雇用を行っている。ま

た、技官の採用についても同様である。

　ランニングコストについては、1998年度（８～12月）及び1999年度（１～12月）分は

運輸省の予算措置により問題のない状況にある。また、2000年度についても運輸省が予

算措置を講じる予定である。

　しかしながらブラジル政府の財政状況にかんがみると、将来的にはランニングコスト

を運輸省及びブラジリア大学以外からも安定的に確保していく必要がある。
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付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料付　属　資　料

資料１　ミニッツ（英文・和文）資料１　ミニッツ（英文・和文）資料１　ミニッツ（英文・和文）資料１　ミニッツ（英文・和文）資料１　ミニッツ（英文・和文）

資料２　担当カウンターパートの配置状況資料２　担当カウンターパートの配置状況資料２　担当カウンターパートの配置状況資料２　担当カウンターパートの配置状況資料２　担当カウンターパートの配置状況

資料３　供与機材の利用・管理状況表資料３　供与機材の利用・管理状況表資料３　供与機材の利用・管理状況表資料３　供与機材の利用・管理状況表資料３　供与機材の利用・管理状況表

資料４　施設内レイアウト図資料４　施設内レイアウト図資料４　施設内レイアウト図資料４　施設内レイアウト図資料４　施設内レイアウト図

資料５　対象カウンターパートに対する専門家の評価シート及び資料５　対象カウンターパートに対する専門家の評価シート及び資料５　対象カウンターパートに対する専門家の評価シート及び資料５　対象カウンターパートに対する専門家の評価シート及び資料５　対象カウンターパートに対する専門家の評価シート及び

　　　　専門家に対する対象カウンターパートの評価シート　　　　専門家に対する対象カウンターパートの評価シート　　　　専門家に対する対象カウンターパートの評価シート　　　　専門家に対する対象カウンターパートの評価シート　　　　専門家に対する対象カウンターパートの評価シート

資料６　ブラジリア大学の概要資料６　ブラジリア大学の概要資料６　ブラジリア大学の概要資料６　ブラジリア大学の概要資料６　ブラジリア大学の概要
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